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曲仕事 (2月 ,大平)

思えば。1月 の山仕事の時、厚正さんの様子がおかしい尋常では無しヽと感じてしヽた餞!崎さん。

その心配が的中し、厚正さん不在の曲仕事の目を迎えることになった。

生憎10日 |ま一日雨の予報。どうしたものかという思いと。田んぼへの敷き草は重労働。何か

良い方法|ま無いかと竹中亮二郎さんが思案し、運搬車を使つての作業を提案。アタッチメント

を作りたしヽと正士さんに相談し、やつてみる事になった。

2月 9目 (木 )晴 (静岡はここのとこ′″5暖かしヽ霧々。)

朝9時。竹中亮二郎、若林両氏と久米、正士さんが、少しでも多く作業を進める為、集合。

竹中さんと正士さんが運搬車を圏んぼへ運び試運転。若林査んと私が草を集め軽トラに乗せる

作業。今回|ま 軽トラ2台での作業なので捗る。程なくお昼。おにぎりと稲荷寿司等で軽く昼食を

済ませ敷地駅に四人で迎えに行く。
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原田、山崎、康江さんに加え今回は伊藤光男さん(以下、みつちやん)、 三宅さんの五人が到着。

女性三名と男性障に分かれ車に分乗。深澤さんの豊岡農場へ。生憎今は買えるみかんが無い。

猫の手作業にとポンカンを頂く。しヽつもありがとうございます。

ここで買い物班(女性)と作業班(男性)に分かれる.

苦心作の運搬車は良好。人手少でとつても楽に出来る。これで高齢化した猫の手でも一安心。
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買し`物終了後、明日の雨を想定し草集めの作業に私も加わるが、車場に着くと誰もいなしヽ。

田んぼで糠をましヽていた。これも重労働。運搬車を使つて出来ないものかと思う。私は早めに

切り上げるが、皆さんは暗くなるまでの作業となる。
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夕食慮タルイカの末il身、ホタルイカの酢味噌和え、ジャガイモの明太子チーズ焼き

崎陽軒シウマイ(みつちやんのお土産)、 ホウレン草の胡麻和え、鯛頭あら煮

釜揚げじらすと刺身わかめ、自菜とセロリのフルーツサラダ、エシャレット他
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今日は正士さんのお蕎麦はお体み。(朝からお疲れ様でした)

代わりに? 内田美知子さんから届しヽたお饉頭三種を頂く。いつも有難うございます。

夕前のひと時、色々と話が弾む中、厚正さんへ電話を入れる。元気そうなお声を聴いて

皆さんも安心の様子。まあ、皆さん話が長い…'愛されているのですね、厚正さん !

2月 10日 (金 )雨 (予 報通り)

早朝から雨。お米の保冷庫が来るという事で、正士さんの指示で低温室の片付けをする。
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低温勲 言っても大きな倉庫の様相。これまでの歴史を感じる品々がそこかしこ。(骨董品も?)

あれやこれやと不要物を外に出す。後は正士さんが処分。無事予定通り昼前に終了。

昼食 けんちんうどん、卵焼き、鯖と豆腐のハンバーグ(三宅さん作)

自菜漬け、カレー(希望者のみ:前回の加藤いつみさん作を解凍して)

午後は3時からネットで仕事がある三宅さんと、そば打ちをする正士さんを除いて近くの

豊岡東交流センターで卓球をする。卓球を日常としている康江さんにはかなわないが、雨

の目を楽しむお遊び卓球は恒例になりつつある。(?)

夕食 紀文のはんぺんピカタ風(チーズ味)、 里芋の天ぶら、人参きんぴら、白菜即席漬け

スペイン風オムレツ、セ回|りと新玉ねぎのサラダ、大根のレモン漬け(青山さん作)

釜揚げじらす 他

夕方、正士さんが知人のお通夜で出かける。7時過ぎに戻る。程なく椎茸栽培の青山さんが

来てくださる。皆さんお酒が進む。春野町の尾上さん差し入れの「女なかせ」も飲み干される。

話題は様々に繋がつて広がっていく。みっちゃんが「正士さんがみんなをこころよく、優しく

受け入れてくれる。その人柄の良さが此処の居心地を良くしてくれている」旨の話をする。

今宵は、みっちゃんも竹中さんもお酒が進んだようだ。手元、足元がおばつかない。

お疲れの身体に、酒も力いみるのだろう。笑いも、弁も絶えない。

〆は正士さんのお蕎麦。(人数が多しヽ中、一箸が大盛。末席の私はぎるをひっかいた。)

2月 11日 (土 )快晴 気温高し

今日は快晴、山仕事日和c刈草の集草と運搬を中心に作業。汗を流す。春を感じる空が眩しい。

家近くの道路際の斜面は、さほど雨の影響が無く下ろしやすい。やはり軽トラ2台は捗る。
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それでもギリギリの時間まで作業。昼食にありつけたのは12時 15分。45分には出発しなければ

ならない。森町の袴田さんがお見えになリー緒に食す。

そんな中、山崎さんの分が無い事に気付く。あつ lお皿の数を間違えた。失礼しました。

食べる分のスパゲティはあったので良かった。

昼食 スパゲティサポ|ジタン(袴田さん差し入れのパスタ)

セ国りと新玉ねぎとリンゴのサラダ、セロリの葉の個煮 他

慌ただしい最終日となつたが、無事に予定の仕事を終える事ができた事に感謝。

次回はいつもの厚正さんレポートでお楽しみください。

報告文 :久米真弓

弗祇じた申経Lぶ
―
βb、ゎ逸条件で`大変なJ製毅おジた乱さまざヒノ犠

ス 緩哺ん 。景 敏感 レポーれ な1かあ が選′り、ま篠 轟

それぎ感ジ待紙・しo.競夕憲礁れ、でt象移へたレヘ♪た、経洒して下税、6
ノヽイ、あり普少ご道います。議ζル監―獲をき老♪夫裁9畿こた。
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猫の手差入明

23,02.08 ゆうパック 埼玉県川越市 内田美智子 和菓子鰻頭15個

来宅受領 森 町 若林展行 大納言小豆2袋

23.02.09 来宅受領 森町薄場 久米真弓 お稲荷さん、おにぎり他昼食
13.02.09 農園立寄 磐田市社山 深澤明男 格外ポンカン、コンテナ1パ イ
23.02.09 来宅受領 神奈川県横浜市 ケ藤光男 崎陽軒シュウマイ

23.02.09 宅急便 浜松市春野町 尾止美智子 清酒2升、純米大吟醸「おんな泣かせ |

23.02.09 来宅受領 茨城県つくばみらい市 原田英治 真ホッケの開き2パ ック

23.02.11 来宅受領 森町森 袴圏克己

ゆ l

アサヒビール1パ ック (6本 )

=,●

職

曇
ハ
　

■

|

1

ヽ
、、

、
　

１

●

‐

‐
ｒ

‥―

．

．
　

・
　

饉
ロ

．

‘
　

，

´

´
　

　

　

〓

　

　

ｄ

一

●
‥
ヽ
■
■

　
１
・
Ｌ
・，
計
腱

‐

一”

＝
■
―

●

´

ψ V

、″ノ

23.02.09

ｒ

■

〓

●
ヽ
●
一
一
■
■

■
一
●
一
●

|●`I
．■

ｒ


